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              HALBAUの開発について
                                 高 木 廣 文
人間集団を対象として調査を行う場合，質問項目は極めて多数となるのが普通である．その
ような調査データのコンビュータヘの入力，保存，編集そしてデータ解析を効率よく行うシス


























              サンプリング方式と尤度関数









hoodによるアプローチが開発されてきている（McCu11agh and Ne1der（1989），Skimer et a1．
（1989））．ここでは母平均の推定（Hansen and Hurwitz（1943），Horvitz andThompson（1952））
を参考に，各データに抽出率に逆比例した重みをつけた対数尤度を考え，サンプリング方式を
勘案した精度評価，および情報量規準を提案した．ただし重みづけに関しては，サンプリング
